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女性学研究センター年次報告・2022年度

１．運営体制

所　長　　牧岡省吾（現代システム科学研究科長）
主　任　　内藤葉子
副主任　　児島亜紀子、乾順子

『女性学研究』編集委員長　熊安貴美江
『女性学研究』編集委員　　児島亜紀子、宮脇幸生
共同研究員　青木賜鶴子、伊藤良子、上村隆広、工藤宏司、熊安貴美江、東

優子、福田珠己、古久保さくら、宮脇幸生
学外研究員　浅井美智子（元大阪府立大学教授）、足立眞理子（お茶の水女

子大学名誉教授）、伊田久美子（大阪府立大学名誉教授）、木村
涼子（大阪大学）、高岡尚子（奈良女子大学）、田間泰子（大阪
府立大学名誉教授）、福永真弓（東京大学）、村田京子（大阪府
立大学名誉教授）、山中京子（大阪府立大学名誉教授）

［運営委員］
　委 員 長　牧岡省吾（所長）
　副委員長　内藤葉子（主任）
　運営委員　児島亜紀子（副主任）、乾順子（副主任）、真嶋由貴惠（情報学

研究科）、楊眞淑（現代システム科学専攻言語文化学分野）、酒
井隆史（現代システム科学専攻人間科学分野）、木曽陽子（現
代システム科学専攻社会福祉学分野）

　事務職員　伊藤ゆきこ

２．授業

・大学院科目
「ジェンダー研究特論A」（半期２単位。東優子）
「同B」（半期２単位。内藤葉子）
「同C」（半期２単位。古久保さくら）
「同D」（半期２単位。乾順子）
「同E」（半期２単位。児島亜紀子）
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「ジェンダー研究特別演習I」「同II」（半期各１単位。東優子他）
「家族社会学特論」（半期２単位。乾順子）
「西洋文化特論B」（集中講義。伊田久美子）

・専門科目（現代システム科学域、地域保健学域）
「家族社会学」（半期２単位。乾順子）
「教育福祉の諸問題B（性と人権）」（半期２単位。東優子）
「ケアリング論」（半期２単位。児島亜紀子他）
「多文化共生の思想」（半期２単位。内藤葉子）
「ジェンダーと社会」（半期２単位。巽真理子）
「共生社会とジェンダー」（集中講義。堀江有里）

・総合教養科目（機構提供科目）
「ジェンダー論入門／中百舌鳥」（半期２単位。熊安貴美江・内藤葉子・
伊田久美子（ゲスト）・酒井隆史・福田珠己・乾順子・工藤宏司・大森
順子（ゲスト）・児島亜紀子）

「ジェンダー論入門／杉本」（半期２単位。古久保さくら）
「ジェンダーと現代社会／中百舌鳥」（半期２単位。伊藤良子）
「ジェンダーと現代社会／杉本」（半期２単位。古久保さくら他）

３．第26期女性学講演会

「戦争とジェンダー――〈日常〉と〈非日常〉を貫く軍事主義と女性の主体性」
（2022年11月12日　対面・オンラインのハイブリッド開催（対面会場：大阪
公立大学	中百舌鳥キャンパス））
　第１講演　「第一次世界大戦とドイツ市民女性運動――戦争協力か平和主

義の追求か」
　　　　　　　講師：内藤葉子（大阪公立大学准教授）
　第２講演　「日清・日露戦争期の芸妓たちの慈善活動と戦争協力」
　　　　　　　講師：林葉子	（名古屋大学教授）
　第３講演　「女性兵士をめぐるイメージと実態――ソ連、ロシア、ウクラ

イナを事例に」
　　　　　　　講師：橋本信子（大阪経済大学准教授）
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　第４講演　「女性兵士と軍隊内性暴力――米軍の経験」
　　　　　　　講師：秋林こずえ（同志社大学教授）
　コーディネーター：内藤葉子（大阪公立大学准教授、女性学研究センター主任）

共催：JSPS	科研費若手研究（19K20584）「女性の身体性と主体性の関係
をめぐるコンフリクト	―	帝政期ドイツ市民女性運動を中心に」（研
究代表者：内藤葉子）

　後援：名古屋大学ジェンダーダイバーシティセンター

４．女性学コロキウム

「近代ドイツの体育思想黎明期における身体観と男性性―近代体育の父
グーツムーツの思想」

（2023年３月10日　オンライン開催）
　講師：荒川敏彦（千葉商科大学教授）
　コーディネーター：内藤葉子（大阪公立大学准教授、女性学研究センター主任）

５．男女共同参画事業

・SEE性教育アカデミー2022
対面研修「性と対人関係について語る	安全な場づくり	～SARにつなげる
ネットワーキングスキル～」

（2022年11月５日　I-siteなんば）
　講師：藤岡淳子（大阪大学名誉教授、臨床心理士／公認心理師）
　　　　東優子（大阪公立大学教授）
　　　　野坂祐子（大阪大学准教授、臨床心理士／公認心理師）
　　　　吉田博美（駒澤大学学生支援センター・常勤カウンセラー、臨床心
　　　　　　　　　理士／公認心理師）
　主催：SEE（Sexuality	Education	and	Empowerment）
　協賛：JASE（日本性教育協会）
　共催：女性学研究センター
・「女性の貧困研究の〈今〉を考える」
（2023年３月４日　オンライン開催）



80

「見えにくい女性の貧困――英語圏と日本の研究動向から」
講師：丸山里美（京都大学准教授）

「女性の貧困の形成過程――シングルマザーの年金加入問題」
講師：吉中季子（神奈川県立保健福祉大学准教授）

　コーディネーター：児島亜紀子（大阪公立大学教授、女性学研究センター副主任）
　　　　　　　　　　内藤葉子（大阪公立大学准教授、女性学研究センター主任）

後援：大阪公立大学	ソーシャルワーク開発研究所
•大阪公立大学	FD／SD研修
「SOGI（性的指向・性自認）の多様性と学校・職場における安心・安全」
（2023年３月22日　オンライン開催）
登壇者：

土肥いつき（博士（人間科学）／高校教員／全国トランスジェンダー生
徒交流会世話人／セクシュアルマイノリティ教職員ネット
ワーク副代表／大阪公立大学特別研究員）

小阪くみこ（高校教員／SAF（性的マイノリティと支援者アライをフ
ラットにつなぐ会）共同代表／『はじめよう	SOGIハラの
ない学校・職場づくり』共著者）

中井希（ハムダイバーシティ・プロジェクト代表／大阪公立大学現代シ
ステム科学研究科（人間科学分野）博士前期課程在籍中）

主催：アクセシビリティ支援委員会、アクセシビリティセンター
共催：人権問題委員会、高等教育研究開発センター、人権問題研究セン

ター、女性学研究センター

６．図書・文献資料の収集

例年どおり、外国語文献資料ならびに新刊邦語文献を中心に収集した。諸雑
誌の購読も継続している。

＊　＊　＊

　2022年４月に大阪府立大学と大阪市立大学が統合し、大阪公立大学となりま
した。これにともない女性学研究センターも、人間社会システム科学研究科か
ら現代システム科学研究科の付置研究所と所属先を変更することになりまし
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た。事業内容は継続することになりますが、あらたな出発を迎える節目の年と
なりました。
　今年度も引き続き新型コロナウイルス感染対策が求められましたが、当セン
ターの予定事業の一つについては、オンラインと対面のハイブリッドで開催す
る運びとなりました。初めての試みにセンタースタッフ一同で試行錯誤を重ね、
無事終了することができました。オンラインには関西圏のみならず遠方からも
たくさんの方が参加してくださり、また会場にも市民・学生のみなさまが足を
運んでくださいました。みなさまのご参加に心より感謝申し上げます。
　前年度に引き続き、女性学・ジェンダー研究の推進によって男女共同参画社
会の実現をめざす活動に、学内外の諸機関等と連携しながら取り組んでまいり
ました。女性学講演会では、内藤葉子准教授のコーディネートにより「戦争と
ジェンダー――〈日常〉と〈非日常〉を貫く軍事主義と女性の主体性」を開
催いたしました（JSPS	科研費若手研究（19K20584）「女性の身体性と主体性
の関係をめぐるコンフリクト」との共催）。講演会では、時代や場所や階層の
異なる女性たちに注目し、彼女たちが日常生活の軍事化のもとで何を考え行動
したのか、戦争という〈非日常〉に直面してどう主体的に行動したのか、また
戦争の暴力をどのように受け止め、平和主義へのアクションに向かったのかを
ジェンダーの視点から問いかけました。内藤准教授のほか３名の講師をお呼び
して、戦争・軍事主義とジェンダーの関係、そこに現れる女性の主体性につい
て、多様な視点から報告していただきました。
　男女共同参画事業では、児島亜紀子教授のコーディネートのもと、講演会「女
性の貧困研究の〈今〉を考える」を開催いたしました。コロナ禍において女性
たちの処遇面や働く環境がきわめて厳しくなっている状況を受けて、女性の貧
困研究の最新動向を共有し、女性の生活問題の緩和･除去に向けて、どのよう
な対策が講じられることが必要であるのかについて、２名の講師から事例をあ
げてお話しいただきました。また、東優子教授がSEE性教育アカデミー「性と
対人関係について語る	安全な場づくり	～SARにつなげるネットワーキングス
キル～」を開催いたしました（女性学研究センター共催）。さらに同教授が中
心となって、大阪公立大学	FD／SD研修として、「SOGI（性的指向・性自認）
の多様性と学校・職場における安心・安全」が開催され、３つの報告がなされ
ました（女性学研究センター共催）。
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　女性学コロキウムでは、内藤葉子准教授のコーディネートのもと、「近代ド
イツの体育思想黎明期における身体観と男性性――近代体育の父グーツムーツ
の思想」が開催されました。１名の講師から、18世紀末のドイツに登場する体
育思想とそこに現れる男性の身体性へのまなざしについて、社会的・思想史的
観点からお話ししていただきました。
　『女性学研究』への投稿につきましては、熊安貴美江編集委員長、児島亜紀
子編集委員、宮脇幸生編集委員のもと、共同研究員の査読のご協力をいただき、
今年度も無事１本（研究ノート）を掲載することができました。温かく厳しい
ご指導に感謝申し上げます。
　なお、大学統合により、旧大阪市立大学から古久保さくら准教授が現代シス
テム科学研究科に所属され、本研究センターの共同研究員になっていただきま
した。新しいメンバーを迎え、センターの活動をいっそう推進させていきたい
と考えております。さらに、大阪公立大学になったことにより、当センターの
ホームページをリニューアルいたしました。引き続き、当センターの活動につ
いて情報発信していく所存です。
　みなさまのご協力のもと、ジェンダー研究が本学の教育および研究の特色の
ひとつであると自負しうる実績を積み重ねることができました。今後ともセン
ターの活動へのご注目・ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

女性学研究センター　　　
主　任　内藤葉子　　
副主任　児島亜紀子　
　　　　乾順子　　　


